
令和５年度　祖父江小学校学校運営協議会　第３回会議【報告】 

 
令和６年２月２９日（木）9:30 ～ 11:30　校長室 

１　会長あいさつ 

   ・　まちづくり推進協議会主催のもちつき大会が、多くの人の参加で実施できたことへのお礼。

 　・　小学校の再編成について、情報を整理し考えていきたい。　

 

２　本年度の取組の報告 

  (1)  学校評価の結果について　　（教頭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　「きめ細やかな指導」について、学校や教員に求めすぎているのではないか。一方、学習

か生活か観点を分けて質問項目にすると課題がはっきりして対策を考えやすいのではない

 か。

・　「きめ細やかな指導」についての評価は重く受け止めなければならない。学習について、

今まで以上の授業の工夫を意識する必要もある。0 からのスタートではなく、事前に課題を

 与えた上でのスタートもよい。そのような授業の工夫が必要ではないか。

 ・　児童のアンケート結果は、個への指導に生かすとよい。

・　「困ったことがあったときに、相談できる人はいますか」「おうちの人と、学校のことを

よく話しますか」について、家庭での会話が少ないのではないか。保護者も忙しいだろうが、

話を聞く時間を大切にしてほしい。教員も同様である。保護者や教員が、子どもとの会話を

大切にする必要がある。その会話が子どもたちの話す力・聞く力につながっていくのではな

いか。そして、「授業中、自分の考えを進んで発表していますか」の自分の考えをもって、

 相手に伝えることができる子が育つのではないか。

・　話す力・聞く力・伝える力をきちんとつけたい。これが、学力の土台であり、生きる力に

 なる。

・　歩行者のヘルメット着用は、交通事故に遭ったとき、身を守るために大変よいものである。

 登下校時の着用は、強制することはできないが、交通安全教室などでも知らせていきたい。

・　登下校は、保護者の責任である。登校中、忘れ物を取りに行く児童がいて、心配すること

がよくある。忘れ物をしないことが一番大切だが、忘れたという失敗の経験も、勉強の一つ

 と捉え、戻ることはしないよう指導したい。

 

  (2)  教育活動について　　（教務主任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　アサーショントレーニングは、学習した１時間だけでなく、教室掲示などで継続して指導

 している。

・　アサーショントレーニングやアンガーマネジメント等、よいものは継続して行ってほしい。 

・　様々な教育活動について、保護者への声かけや情報提供を早めにすることで、積極的に学

 校に来てもらうようにするとよい。

 ・　体験活動は、親子の会話にもつながりとてもよい。

 ・　学校での体験活動を通して、地域がまとまるのが大切である。

・　専門的な知識や技能のある講師を積極的に活用して、教員の授業力を高めることが、効果

 的な指導につながる。

 

  (3)  よりよい教育環境づくりについて　　（校務主任）　　　　　　　　　　　　　　

・ 施設設備や環境整備において、市に要望してやっていただくものは、早急に依頼すること

が大切である。 
・ 側溝の土の除去や道路にはみ出している樹木の伐採は、市がやるべきこと。まちづくり推

進協議会の会長さんなどを通して依頼したい。 
・ 長寿命化工事が令和６年度に設計予定だが、他校の様子を把握したり、ＰＴＡにも情報を

開示したりして、よりよい工事をしてもらえるよう努めてほしい。 
 

 



  (4)  地域学校協働活動について　　（教頭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ・　学習活動の充実のために、地域の力を生かしていきたい。

 

３　協議事項 

  (1)  来年度の学校運営に向けて　　（教務主任）　　　

　　・　学校要覧に書かれていることが、具体的にどのような教育活動であるのか、情報発信して

 　　　いくことが大切。ＰＴＡ総会や学級懇談会、学年便り等で伝えていきたい。

・　来年度より、スタサプではなく別のアプリが導入されると聞いた。保護者に関心をもって

 もらうための方策や場面を設けていくのはどうか。

 

  (2)  来年度の地域学校協働活動について　（教頭）　

 ・　令和６年度より地域学校協働活動推進員とともに学校と地域をつないでいきたい。

・　学習発表会などにおける、まちづくりに関する子どもたちの学び、考えを行政に伝えるこ

とも大切である。祖父江小学校は、地域との連携活動が飛び抜けて充実している。学校があ

るから地域がまとまり、子どものために地域が動いている。各学年の学習をまちづくり推進

協議会も応援したい。 

・　地域・保護者と連携した取組は、保護者や地域に積極的な参加を促していく。 

    
  (3)  その他（来年度に向けて）

・　プラスワンについて、保護者としては、下校が安心になるのでありがたい。また、子ども

も楽しみにしている活動がある。一方、教育課程外の時間であるため、教員の負担につなが

っている。児童の安全確保を第一に考えた上で、活動の見直しをする必要があるのではない

か。 

・　保護者の自動車での送迎が増えている。駐車場での安全に留意したい。 

 

４　校長あいさつ 

○　令和５年度学校安全表彰（学校安全ボランティア活動奨励賞：文部科学大臣表彰）に推薦

される。実地審査が５月１０日（金）に、あいさつ運動、交通安全教室にあわせて行われる。 

○　「よりよい学校づくり」を「よりよい地域づくり」」につなげていきたい。それを来年度

の「学校要覧」にも、分かりやすく記載した。 

○　様々な視点からご意見やアドバイスをいただき、次年度に向けて、自信をもって教育活動に

に取り組むことができる。また、反省点や改善すべき点も明確になった。今後も、地域との連

 携・協働を大切にしながら、子どもたちの学びを充実させていきたい。

 

５　来年度の予定 

  ・   第１回会議　令和６年　５月１６日（木）

  ・   第２回会議　令和６年１０月２４日（木）

  ・   第３回会議　令和７年　２月２７日（木）


